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要  旨 
 学習指導要領の改訂に伴って平成 31 年３月に発せられた文部科学省の通知により、高等
学校では生徒指導要録に評定と観点別学習状況の評価の両方を記載することになった。ま
た、観点別学習状況の評価として、新たに「主体的に学習に取り組む態度」の観点が導入さ
れることになった。このような状況から、教員が学習評価を正しく認識し、適切な評価を行
うため、高等学校における各教科・科目の評価の観点の史的変遷をまとめた。その結果、評
価の観点が教科間で徐々に統一されてきたことや、情意領域の「関心」や「態度」の観点が
長年重視されてきたことが分かった。また、今回導入される情意面の観点「主体的に学習に
取り組む態度」について、導入する際の問題点を示した。 
1 はじめに 
 学習指導要領の改訂に伴い、文部科学省は「小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校
等における児童生徒の学習評価及び指導要録の改善等について」の通知を平成 31 年３月に
発した。この通知により、高等学校の生徒指導要録において、評定とともに初めて観点別学
習状況の評価を記載することになった。また、評価の観点が、従来の４観点から３観点とな
るとともに、新たに「主体的に学習に取り組む態度」の観点が導入されることになった。 
 しかし、我が国の高等学校における学習評価においては、従前より各教科・科目の観点を
踏まえて評価することが求められていたが、必ずしも正しい取組がなされていない状況が
あった。このことは、文部科学省（旧文部省を含む）の発出した通知文において、しばしば
観点を踏まえるよう指摘されていたことからも分かる。また、高等学校の観点については、 
小・中学校と比較して関心が低いのか、小・中学校の変遷をまとめた文献はみられるが、高
等学校の変遷をまとめた文献は、西辻 1）が国語に関してまとめたもの以外、管見の限りみ
られない。 
そこで、戦後、学習指導要領の改訂に伴って文部科学省より発出された学習評価に関する
通知文を整理し、高等学校の評価の観点をまとめることにより、教員が学習評価を正しく認
識し、高等学校における観点別学習状況の評価を適切に実施するための一助としたい。併せ
て、今回の通知で導入される「主体的に学習に取り組む態度」の観点について、教員が評価
する際の問題点を示す。 
２ 学習評価に関する通知文 
戦後、文部省及び文部科学省の初等中等教育局長より発出された高等学校の学習評価に
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関する通知文は次の表１のとおりである。昭和 38 年からは、高等学校の学習指導要領の改
訂に伴い、通知文が発出されている。 
 なお、平成 13 年以降の文書については文部科学省のホームページから入手し、それ以前
の文書については国立教育政策研究所教育図書館で閲覧し、コピーを入手した。 
表１ 高等学校の学習評価に関する通知文一覧 
通知日 文書番号 文 書 名 
昭和 24 年 8 月 25 日 発初第 108 号 中学校、高等学校の生徒指導要録について 
昭和 30 年 9 月 13 日 文初中第 373 号 小学校、中学校および高等学校の指導要録の改
訂について 
昭和 38 年 1 月 5日 文初中第 348 号 高等学校生徒指導要録の改訂について 
昭和 48 年 2 月 19 日 文初高第 145 号 高等学校生徒指導要録の改訂について（通知） 
昭和56年12月18日 文初高第 303 号 高等学校生徒指導要録の改訂について（通知） 
平成５年 7月 29 日 文初高第 162 号 高等学校生徒指導要録並びに盲学校、聾学校及
び養護学校の高等部生徒指導要録の様式例等
の改訂について（通知） 
平成 13 年 4 月 27 日 13 文科初第 193 号 小学校児童指導要録、中学校生徒指導要録、高
等学校生徒指導要録、中等教育学校生徒指導要
録並びに盲学校、聾学校及び養護学校の小学部
児童指導要録、中等部生徒指導要録及び高等部
生徒指導要録の改善等について（通知） 
平成 22 年 5 月 11 日 22 文科初第 1号 小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校等
における児童生徒の学習評価及び指導要録の
改善等について（通知） 
平成 31 年 3 月 29 日 30文科初第1845号 小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校等
における児童生徒の学習評価及び指導要録の
改善等について（通知） 
３ 各通知文の主な特徴と学習評価の観点 
(1)昭和 24 年通知
「生徒指導要録」が生徒指導に必要な各種の知識や資料を要約し記録するためのものと
して、初めて様式が示されたものであり、通知の文書名に改訂や改善という文字が見られ
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ない。学習成績の発達記録は中学校と高等学校の６年間に渡って記録する様式で示され
ており、「中一」から「高三」を縦軸に、教科を横軸にした一覧表となっている。 
評価の観点は示されていないが、これに当たるものとして、「学習成績の発達記録」に
各教科の目標が３つまたは４つ示されている。目標ごとに五点法（５＝秀 ４＝優（平均
より上位にある者）、３＝良（大多数を含む）、２＝可（平均より下位にある者）、１＝不
可）で評価点数をそれぞれ記入することとしている。「所見」の欄には、中学校では教科
における主な活動や作業の習慣を記入することになっているが、高等学校では生徒の選
定した教科名を記入することになっている。なお、評定は求めていない。 
(2)昭和 30 年通知
生徒指導のための記録に加え、外部への証明等の原簿とすることを明記するとともに、 
中学校と高等学校の様式を別に示しているが、小学校、中学校、高等学校の指導要録の間
にできるだけ一貫性をもたせることとしている。 
学習の状況については、各教科・科目の評価に総括的な評価を行う「評定」欄を設けて
いる。高等学校では「各教科・科目の目標をほぼ達成しているものを３とし、目標を特に
高い程度に達成しているものを５、目標の達成が、特にふじゅうぶんなものを１とし、こ
れらの中間の程度をそれぞれ４もしくは２とする。」としており、小・中学校が学級また
は学年に対する相対評価であるのに対して、高等学校は目標に準拠する評価（いわゆる絶
対評価）を採用している。また、初めて「観点」が示されている。ただし、観点ごとの評
価は行わず、所見欄に「個人として比較的にすぐれている特徴があれば」○印、「比較的
劣っている特徴があれば」×印を記入することとしている。なお、「掲げられた観点は、
各教科の評定をするための分析的目標を示すものではない。」、「観点は学校の必要により
付加修正される場合もあるであろう。」と記され、12 の教科で評価の観点が示されている。
しかし、国語は２観点、芸術、保健体育は３観点、外国語、農業、商業、水産は４観点、
社会、数学、理科、家庭、工業は５観点と教科により観点の数は様々であり、統一性はみ
られない。 
なお、情意領域である「関心」の観点が社会、数学、理科、外国語で、「態度」の観点
が保健体育、家庭、農業、工業、商業、水産で取り上げられており、国語以外は情意領域
の観点が含まれている。 
(3)昭和 38 年通知
昭和 35 年の高等学校学習指導要領改訂に即応して通知されたものであり、実情に即す
るように改めるとし、また、記入上の注意や取り扱い上の注意を明確にしている。 
学習の記録については、教科・科目を縦軸に、学年を横軸に並べて記入する様式に変更
された。「評定」を５段階で表わす目標に準拠した評価であるが、「高等学校学習指導要領
に定める当該教科・科目の目標に照らし、特に高い程度に達成しているものを５とし、高
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い程度に達成しているものを４とし、おおむね達成しているものを３とし、達成がふじゅ
うぶんなものを２とし、達成が著しくふじゅうぶんなものを１とすること」と変更してい
る。また、「評定１のときは、単位の修得を認めない取り扱いとし、「取得単位数」の欄に
０と記入すること」と明記された。 
 所見欄には、「各教科・科目ごとに個人として比較的すぐれている点、また比較的劣っ
ている点を次に掲げる観点を参考に記入すること」としている。また、「この観点は、特
質をはあくする上において適当と思われるものを例示したものであるが、これらは各教
科・科目の評定にあたり、評価の観点を考える際の参考ともなるであろう。」と記されて
おり、評価の観点が評定と関連することを示している。観点は 12 の教科に加え、新たに
大学科の音楽と美術の観点が示されている。 
なお、情意領域である「関心」の観点は国語、社会、数学、理科、保健体育、外国語で、 
「態度」の観点は国語、保健体育、家庭、農業、工業、商業、水産で、また「関心・態度」 
の観点が芸術、外国語と大学科の音楽、美術で取り上げられ、すべての教科に情意領域の
観点が含まれている。 
(4)昭和 48 年通知
昭和 45 年の高等学校学習指導要領改訂に即応して必要な改訂を通知したものであり、
各教科の観点については、観点項目を精選しその明確化を図っている。 
「評定」を５段階で表わす目標に準拠した評価であるが、「この場合、評定があまりに 
も主観に流れて客観性や信頼性を欠くことにならないように留意すること。」と、初めて
評定に関する留意事項が記載されている。 
 学習についての所見も、「他の生徒との比較ではなく、その生徒自身について認められ
た各教科・科目の学習における特徴を記録すること。」と留意事項が示されている。また、
観点は各教科・科目の学習における特徴を例示したものであるが、「各教科・科目の評定
にあたり、評価の観点を考える際の参考としてじゅうぶん留意すること。」と示され、観
点を重視することを示している。従前の 14 の教科に加え、新たに大学科の看護と理数の
観点が示されている。 
 なお、観点項目は精選され、特に情意領域の「関心」の観点は他の観点より評価が難し
いことから削除されている。ただし、「関心・態度」の観点として国語と芸術、大学科の
音楽と美術は残している。「態度」の観点は保健体育、家庭、農業、工業、商業、水産、
看護、理数で取り上げているが、社会、数学、理科、外国語は情意領域の観点が含まれて
いない。 
(5)昭和 56 年通知
昭和 53 年の高等学校学習指導要領改訂に即応して必要な改訂を通知したものであり、
表・裏の様式を３ページに改め、指導及び外部に対する証明等に一層適切に活用できるよ
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うにしている。 
「評定」を５段階で表わす目標に準拠した評価であるが、「高等学校学習指導要領（昭 
和 53 年文部省告示第 163 号）に定める各教科・科目の目標に基づき、学校が地域や生徒
の実態に即して設定した当該教科・科目の目標に照らし、」と目標の主体が変更され、学
校の主体性を尊重し、特色ある学校づくりができるようにしている。また、「一部の観点
に偏して評定が行われることのないよう十分留意する」、「評定が個々の教師の主観に流
れて客観性や信頼性を欠くことのないよう学校として十分留意する」と、「知識・理解」
の観点に偏った現状に対して改善を求めている。 
 学習についての所見は、「評価に当たって参考とすべきものとして掲げた各教科の観点
に十分留意して、生徒個人について認められた各教科・科目の学習における特徴や特記す
べき事項について総合的所見として記入する」と示され、例えばとして、「学習に対する
努力、学習態度等の日常の生徒の学習状況に関すること」が挙げられている。観点は従前
の 16 の教科に加え、新たに大学科の体育と英語の観点が示されている。 
なお、すべての教科に「関心・態度」の観点を設けており、情意領域である「関心」の
観点が重視されていることがうかがえる。ただし、「関心・態度」の観点は、各教科の最
後に示している。 
(6)平成５年通知
平成元年の高等学校学習指導要領改訂に即応して必要な改訂を通知したものであり、高
等学校の個性化・多様化や学校における取扱いの現状、プライバシー保護の観点から、学
籍に関する記録の部分と指導に関する記録の部分とを別様として編製し、前者は保存期
間を従前どおりの 20 年間とし、後者は５年間に短縮している。 
 各教科・科目の評定については、従前と同様の記載であるが、追加の留意事項として「各
教科の評価の観点・趣旨が別添表のように示されているので、この観点を踏まえながらそ
れぞれの科目のねらいや特性を勘案して評価の在り方を工夫すること」と記しており、引
き続き、「知識・理解」の観点に偏った現状の評価に対して改善を求めている。 
 評価の観点は、社会が地理歴史と公民の２つの教科に分かれたため、19 の教科で観点
が示されており、すべての教科が４観点に揃えられている。 
なお、学習指導要領が「自ら学ぶ意欲と社会の変化に主体的に対応できる能力を育成す
るとともに、基礎的・基本的な内容を重視し、個性を生かす教育を充実することを基本的
なねらいとしていること」から、この新しい学力観を踏まえたものとなるよう、「関心・
意欲・態度」を第１観点として、「思考・判断」、「技能・表現」、「知識・理解」の順に示
している。情意領域の観点が一層重視されていることがうかがえる。 
(7)平成 13 年通知
平成 11 年の高等学校学習指導要領改訂に即応して必要な改訂を通知したものであり、
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「総合的な学習の時間」の導入に伴い、評価を文章記述する欄が新たに設けられている。 
 各教科・科目の評定については、「その実現状況を総括的に評価して、「十分満足できる
と判断されるもののうち、特に高い程度のもの」を５、「十分満足できると判断されるも
の」を４、「おおむね満足できると判断されるもの」を３、「努力を要すると判断されるも
の」を２、「努力を要すると判断されるもののうち、特に低い程度のもの」を１とする。」
と変更されている。これは、小・中学校も「目標に準拠した評価」に改められたことによ
り、観点別学習状況の評価の表現に合わせたものと思われる。評定の方法は小学校から高
等学校まで統一されたことになる。また、「関心・意欲・態度」、「思考・判断」、「技能・
表現」、「知識・理解」の４つの観点による評価を十分に踏まえながら評定を行っていくこ
とが留意事項として記載されており、観点別学習状況の評価を総括したものが評定であ
ることが明確となった。なお、この通知文において、「ペーパーテスト等による知識や技
能のみの評価など一部の観点に偏した評定が行われることのないように」や「具体的な評
価規準を設定するなど評価の在り方の工夫・改善を図ることが望まれる」のように、留意
事項がより具体的に示されている。  
 評価の観点は、「普通教育に関する各教科・科目」と「専門教育に関する各教科・科目」
に分かれたことから、従前の 19 教科に加え、新たに普通教育の情報、専門教育の家庭、
情報、福祉の観点が示されている。 
なお、情意領域である「関心・意欲・態度」の観点は引き続き、第１観点として重視さ
れている。 
(8)平成 22 年通知
平成 21 年の高等学校学習指導要領改訂に即応して必要な改訂を通知したものであり、
「児童生徒の学習評価」という文言を加え、学習評価の改善が含められることを明確にし
ている。学習評価の改善に関する基本的な考え方についてまとめられており、「学習評価
を通じて、学習指導の在り方を見直すことや個に応じた指導の充実を図ること、学校にお
ける教育活動を組織として改善することが重要であること。」と述べられている。引き続
き観点別学習状況の評価を実施し、きめの細かい学習指導と一人一人の学習の定着を図
っていくことを求めている。観点は、学習指導要領において示された基礎的・基本的な知
識・技能、それらを活用して課題を解決するために必要な思考力・判断力・表現力等及び
主体的に学習に取り組む態度に合わせて「関心・意欲・態度」、「思考・判断・表現」、「技
能」及び「知識・理解」の４つの観点に整理している。 
 各教科・科目の評定については、５段階を判断する表現に、例えば、「十分満足できる
もののうち、特に程度が高い」状況と判断されるものを５、のように「状況」を加えてい
る。これは、小・中学校の観点別学習状況の評価（Ａ～Ｃ）の表現に合わせたものと思わ
れる。留意事項は従前と同様であるが、「具体的な評価規準を設定するなど評価の在り方
を工夫する」とあるように、「評価規準」の設定については従前より強い表現となってい
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る。 
 評価の観点は、「各学科に共通する各教科・科目」と「主として専門学科において開設
される各教科・科目」と変更されたが、「各学科に共通する各教科・科目」の芸術を音楽、
美術、工芸、書道に分けたため、26 の教科・科目で示されている。 
なお、情意領域である「関心・意欲・態度」の観点は変更されていないことから、すべ
ての教科において、引き続き第１観点として重視されている。 
(9)平成 31 年通知
平成 30 年の高等学校学習指導要領改訂に即応して必要な改訂を通知したものであり、
はじめに、学習評価の改善に関する基本的な考え方についてまとめている。「学習指導」
と「学習評価」は学校の教育活動の根幹であり「カリキュラム・マネジメント」の中核的
な役割を担っていることや、学習評価は主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善
に重要な役割を担っていることを示している。また、学習評価の現状の課題として、学期
末や学年末などの事後での評価に終始してしまい、生徒の具体的な学習改善につながっ
ていないことや、「関心・意欲・態度」の観点について、挙手の回数や毎時間ノートをと
っているかなど、性格や行動面の傾向が一時的に表出された場面を捉える評価であるよ
うな誤解が払拭しきれていないこと、教師によって評価の方針が異なり、学習改善につな
げにくいこと、教師が評価のための「記録」に労力を割かれて、指導に注力できないなど
を挙げている。このため、学校における働き方改革が課題となっていることも踏まえ、こ
れまで慣行として行われてきたことでも、必要性・妥当性が認められないものは見直して
いくとしている。 
その主な改善点をまとめると、次の４項目である。 
ア 観点別学習状況の評価の観点は、「知識・技能」、「思考・判断・表現」、「主体的に
学習に取り組む態度」の３観点とする。 
イ 「主体的に学習に取り組む態度」については、粘り強い取組の中で、自らの学習を
調整しようとしているかどうかも含めて評価する。
ウ 観点別学習状況の評価と評定の双方を踏まえて指導の改善を図る。
エ 高等学校及び特別支援学校高等部においても、観点別学習状況の評価と評定の両
方を評価する。 
 各教科・科目の評定の前に、各教科・科目の観点別学習状況の記載があり、「「十分満足
できる」状況と判断されるものをＡ、「おおむね満足できる」状況と判断されるものをＢ、
「努力を要する」状況と判断されるものをＣのように区別して評価を記入する。」として
いる。 
 各教科・科目の評定については、従前と同様の記載であるが、留意事項として、「評定
は各教科・科目の学習の状況を総括的に評価するものであり、「観点別学習状況」におい
て掲げられた観点は、分析的な評価を行うものとして、各教科・科目の評定を行う場合に
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おいて基本的な要素となるものであることに十分留意する。その際、評定の適切な決定方
法等については、各学校において定める。」と記載されており、評価の観点と評定との関
係を明確に示すとともに、決定方法等は各学校に委ねている。 
評価の観点は、従前の 26 教科・科目に加え、新たに「各学科に共通する各教科・科目」
として理数の観点が示され、すべて同一の３観点に揃えられている。 
なお、「関心・意欲・態度」は、現状の課題で挙げられた、性格や行動面の傾向が一時
的に表出された場面を捉える評価であるような誤解を払拭するため、「主体的に学習に取
り組む態度」に改められた。この結果、情意領域である「関心」という用語は消え、すべ
て「態度」となっている。 
(10)評価の観点の史的変遷から分かること
評価の観点の史的変遷を見てみると、第１に、各教科・科目の観点が徐々に統一されて
きたことが分かる。 
評価の観点が初めて示された昭和 30 年通知では、「観点は学校の必要により付加修正
される場合もあるであろう。」と記されており、示された観点の数も２つから５つと不揃
いであった。平成５年通知では、観点の数は４つに統一され、それ以後も国語を除いて観
点の数は４つであったが、平成 31 年通知で初めてすべての教科・科目で観点の数と名称
が統一された。 
第２に、情意領域の「関心」や「態度」の観点は長年重視されてきたことが分かる。 
評価の観点が初めて示された昭和 30 年通知から、教科により「関心」や「態度」の観
点は取り入れられており、昭和 56 年通知で「関心・態度」の観点としてすべての教科で
取り入れられた。また、平成５年通知からは、「関心・意欲・態度」の観点として、すべ
ての教科で第１観点となってより重視されることになり、平成 13 年通知、平成 22 年通
知も同様であった。しかし、平成 31 年通知では「主体的に学習に取り組む態度」として
各教科・科目の最後の観点となった。 
表２－1は高等学校の各学科に共通する各教科・科目の評価の観点の変遷を、表２－２
は高等学校の主として専門学科において開設される各教科・科目の観点の変遷をまとめ
たものである。 
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表２－１ 高等学校の各学科に共通する各教科・科目の評価の観点の変遷 
〈国語〉 〈社会〉 〈数学〉 〈理科〉 〈保健体育〉 〈⾳楽〉 〈図画⼯作〉 〈外国語〉 〈家庭〉
通知⽇ 評価の観点 評価の観点 評価の観点 評価の観点 評価の観点 評価の観点
昭和24年 理解しながら早く読む能⼒
関係を理解してそれを
問題解決に応⽤する能
⼒
科学的諸概念の理
解
健康と衛⽣の諸概
念の理解
理解しながら読む
能⼒
近代的、⺠主的、社会
における家庭の位置の
理解
8⽉25⽇ ⽂学の理解と鑑賞 計算測定の技能
問題解決法を⽤いる能
⼒、批判的な思考をな
しうる能⼒
健康上、衛⽣上必要な
事項を実⾏する習慣 話す技能
家庭⽣活の理想とそれ
への望ましい態度
書くことによって効果
的に⾃⼰を表現する能
⼒
実際場⾯において正確
に数学的な技能を使⽤
する習慣
創造的能⼒（⼆、三の
⽣徒はもっている場合
がある）
⾝体の運動機能向
上の程度
書くことによって⾃⼰
を表現する能⼒
家庭⽣活における
実技
話すことによって効果
的に⾃⼰を表現する能
⼒
実際場⾯において科学
的な知識を使⽤する習
慣
運動競技への参加 話された⾔語を理解する技能
〈芸術〉
昭和30年 読解 数学への関⼼ ⾃然への関⼼ 理解 外国語への興味・関⼼ 知識・理解
9⽉13⽇ ⾔語の使⽤ 数学的な洞察 論理的な思考 態度 聞く・話す 技能
論理的な思考 実験観察の技能 技能 読解 経営能⼒
技能 知識・理解 書き⽅ 表現と鑑賞の能⼒
数学の応⽤・創意 原理の応⽤・創意 態度・習慣
昭和38年 国語への関⼼ 社会事象への関⼼ 数学への関⼼ ⾃然の事象への関⼼
健康・安全への関
⼼ 聞く 知識・理解
1⽉5⽇ 技能・態度 知識・理解 科学的な思考 技能 話す 技能
知識・理解 知識・理解 技能 実験・観察の技能 態度 読む 経営能⼒
技能 直観・⾒通し 知識・理解 知識・理解 書く 態度
論理的な思考 応⽤・創造 外国語への関⼼・態度 表現・鑑賞
昭和48年 知識・理解 知識・理解 知識・理解 知識・理解 知識・理解 表現と鑑賞 聞くこと 知識・理解
2⽉19⽇ 技能 資料活⽤の能⼒ 技能 観察・実験の能⼒ 運動の技能 知識・理解 話すこと 技能
国語への関⼼・態
度 社会的思考・判断 数学的な考え⽅ 科学的な思考 実践的な態度
芸術への関⼼・態
度 読むこと 態度
書くこと
昭和56年 表現の能⼒ 知識・理解 知識・理解 知識・理解 知識・理解 表現の能⼒ 聞くこと 知識・理解
12⽉18⽇ 理解の能⼒ 技能 観察・実験の技能 運動の技能 鑑賞の能⼒ 話すこと 技能
⾔語に関する知識 数学的な考え⽅ 科学的な思考 運動・保健に対する関⼼・態度 読むこと 関⼼・態度
国語に対する関
⼼・態度
数学に対する関
⼼・態度
⾃然に対する関
⼼・態度 書くこと
外国語に対する関
⼼・態度
〈地理歴史〉 〈公⺠〉
平成５年 関⼼・意欲・態度 関⼼・意欲・態度 関⼼・意欲・態度 関⼼・意欲・態度 関⼼・意欲・態度 関⼼・意欲・態度 関⼼・意欲・態度 関⼼・意欲・態度
7⽉29⽇ 表現の能⼒ 思考・判断 思考・判断 数学的な考え⽅ 思考・判断 思考・判断 表現の能⼒ 思考・判断
理解の能⼒ 資料活⽤の技能・表現
資料活⽤の技能・
表現 表現・処理
観察・実験の技
能・表現 運動の技能 理解の能⼒ 技能・表現
知識・理解 知識・理解 知識・理解 知識・理解 知識・理解 知識・理解 鑑賞の能⼒ 知識・理解 知識・理解
〈情報〉
評価の観点
平成13年 関⼼・意欲・態度 関⼼・意欲・態度 関⼼・意欲・態度 関⼼・意欲・態度 関⼼・意欲・態度 関⼼・意欲・態度 関⼼・意欲・態度 関⼼・意欲・態度 関⼼・意欲・態度
4⽉27⽇ 話す・聞く能⼒ 思考・判断 思考・判断 数学的な⾒⽅や考え⽅ 思考・判断 思考・判断 表現の能⼒ 思考・判断 思考・判断
書く能⼒ 資料活⽤の技能・表現
資料活⽤の技能・
表現 表現・処理
観察・実験の技
能・表現 運動の技能 理解の能⼒ 技能・表現 技能・表現
読む能⼒ 知識・理解 知識・理解 知識・理解 知識・理解 知識・理解 知識・理解 知識・理解 知識・理解
知識・理解
〈芸術・⾳楽〉 〈芸術・美術〉 〈芸術・⼯芸〉 〈芸術・書道〉
平成22年 関⼼・意欲・態度 関⼼・意欲・態度 関⼼・意欲・態度 関⼼・意欲・態度 関⼼・意欲・態度 関⼼・意欲・態度 ⾳楽への関⼼・意欲・態度
美術への関⼼・意
欲・態度
⼯芸への関⼼・意
欲・態度
書への関⼼・意
欲・態度
コミュニケーションへ
の関⼼・意欲・態度 関⼼・意欲・態度 関⼼・意欲・態度
5⽉11⽇ 話す・聞く能⼒ 思考・判断・表現 思考・判断・表現 数学的な⾒⽅や考え⽅ 思考・判断・表現 思考・判断
⾳楽表現の創意⼯
夫 発想や構想の能⼒ 発想や構想の能⼒
書表現の構想と⼯
夫 外国語表現の能⼒ 思考・判断・表現 思考・判断・表現
書く能⼒ 資料活⽤の技能 資料活⽤の技能 数学的な技能 観察・実験の技能 運動の技能 ⾳楽表現の技能 創造的な技能 創造的な技能 創造的な書表現の技能 外国語理解の能⼒ 技能 技能
読む能⼒ 知識・理解 知識・理解 知識・理解 知識・理解 知識・理解 鑑賞の能⼒ 鑑賞の能⼒ 鑑賞の能⼒ 鑑賞の能⼒ ⾔語や⽂化についての知識・理解 知識・理解 知識・理解
知識・理解
〈理数〉
評価の観点
平成31年 知識・技能 知識・技能 知識・技能 知識・技能 知識・技能 知識・技能 知識・技能 知識・技能 知識・技能 知識・技能 知識・技能 知識・技能 知識・技能 知識・技能
3⽉29⽇ 思考・判断・表現 思考・判断・表現 思考・判断・表現 思考・判断・表現 思考・判断・表現 思考・判断・表現 思考・判断・表現 思考・判断・表現 思考・判断・表現 思考・判断・表現 思考・判断・表現 思考・判断・表現 思考・判断・表現 思考・判断・表現
主体的に学習に取
り組む態度
主体的に学習に取
り組む態度
主体的に学習に取
り組む態度
主体的に学習に取
り組む態度
主体的に学習に取
り組む態度
主体的に学習に取
り組む態度
主体的に学習に取
り組む態度
主体的に学習に取
り組む態度
主体的に学習に取
り組む態度
主体的に学習に取
り組む態度
主体的に学習に取
り組む態度
主体的に学習に取
り組む態度
主体的に学習に取
り組む態度
主体的に学習に取
り組む態度
創造的な表現の技能
関⼼・意欲・態度
芸術的な感受や表現の⼯夫
創造的な表現の技能
鑑賞の能⼒
芸術的な感受や表現の⼯夫
表現
社会事象についての思考 鑑賞
知識・理解
芸術への関⼼・態度
社会的道徳的な判断
資料活⽤の能⼒
社会的思考・判断 芸術に対する関⼼・態度
社会的事象に対する関⼼・態度
関⼼・意欲・態度
道徳的な判断
他⼈の必要と権利との尊重、公⺠的技
能の習得 ⾳楽の創作 創造的な表現の技能
演奏（歌唱・器楽）
社会への関⼼ 表現
思考 鑑賞
知識 理解
技能
歴史、地理、経済、政治、社会等の基
礎的な諸概念の知識と理解 ⾳楽の知識理解 美の鑑賞
問題解決法を⽤いる能⼒、批判的な思
考をなしうる能⼒ ⾳楽の鑑賞 基礎技術の理解
評価の観点 評価の観点 評価の観点
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表２－２ 高等学校の主として専門学科において開設される各教科・科目の観点の変遷 
〈職業〉
通知⽇
昭和24年
8⽉25⽇
 
〈農業〉 〈⼯業〉 〈商業〉 〈⽔産〉
昭和30年 知識・理解 知識・理解 知識・理解 知識・理解
9⽉13⽇ 技能 技能 技能 技能
経営能⼒ 適⽤の能⼒ 能⼒ 能⼒
態度 実務能⼒ 態度・習慣 態度・習慣
態度 〈⾳楽〉 〈美術〉
評価の観点 評価の観点
昭和38年 知識・理解 知識・理解 知識・理解 知識・理解 技術 創造的な表現
1⽉5⽇ 技能 技能 技能 技能 創造的な表現 鑑賞
計画と応⽤の能⼒ 適⽤と応⽤の能⼒ 計画と応⽤の能⼒ 計画と応⽤の能⼒ 鑑賞 知識・理解
態度 態度 態度 態度 知識・理解 美術への関⼼・態度
〈看護〉 〈理数〉
⾳楽への関⼼・態
度
評価の観点 評価の観点
昭和48年 知識・理解 知識・理解 知識・理解 知識・理解 知識・理解 知識・理解 表現 表現
2⽉19⽇ 技能 技能 技能 技能 技能 技能 鑑賞 鑑賞
態度 態度 態度 態度 態度 態度 知識・理解 知識・理解
〈体育〉
⾳楽への関⼼・態
度
美術への関⼼・態
度 〈英語〉
評価の観点 評価の観点
昭和56年 知識・理解 知識・理解 知識・理解 知識・理解 知識・理解 知識・理解 知識・理解 表現の能⼒ 表現の能⼒ 話すこと
12⽉18⽇ 技能 技能 技能 技能 技能 技能 技能 鑑賞の能⼒ 鑑賞の能⼒ 読むこと
関⼼・態度 関⼼・態度 関⼼・態度 関⼼・態度 関⼼・態度 科学的な思考 関⼼・態度 ⾳楽に対する関⼼・態度
美術に対する関
⼼・態度 書くこと
科学に対する関
⼼・態度
英語に対する関
⼼・態度
平成５年 関⼼・意欲・態度 関⼼・意欲・態度 関⼼・意欲・態度 関⼼・意欲・態度 関⼼・意欲・態度 関⼼・意欲・態度 関⼼・意欲・態度 関⼼・意欲・態度 関⼼・意欲・態度 関⼼・意欲・態度
7⽉29⽇ 思考・判断 思考・判断 思考・判断 思考・判断 思考・判断 思考・判断 思考・判断 ⾳楽的な感受や表現の⼯夫 発想や構想の能⼒ 表現の能⼒
技能・表現 技能・表現 技能・表現 技能・表現 技能・表現 観察・実験の技能・表現 運動の技能
創造的な表現の技
能
創造的な表現の技
能 理解の能⼒
知識・理解 知識・理解 知識・理解 知識・理解
〈家庭〉
知識・理解
〈情報〉 〈福祉〉
知識・理解 知識・理解 鑑賞の能⼒ 鑑賞の能⼒ 知識・理解
評価の観点 評価の観点 評価の観点
平成13年 関⼼・意欲・態度 関⼼・意欲・態度 関⼼・意欲・態度 関⼼・意欲・態度 関⼼・意欲・態度 関⼼・意欲・態度 関⼼・意欲・態度 関⼼・意欲・態度 関⼼・意欲・態度 関⼼・意欲・態度 関⼼・意欲・態度 関⼼・意欲・態度 関⼼・意欲・態度
4⽉27⽇ 思考・判断 思考・判断 思考・判断 思考・判断 思考・判断 思考・判断 思考・判断 思考・判断 思考・判断 思考・判断 ⾳楽的な感受や表現の⼯夫 発想や構想の能⼒ 表現の能⼒
技能・表現 技能・表現 技能・表現 技能・表現 技能・表現 技能・表現 技能・表現 技能・表現 観察・実験の技能・表現 運動の技能
創造的な表現の技
能
創造的な表現の技
能 理解の能⼒
知識・理解 知識・理解 知識・理解 知識・理解 知識・理解 知識・理解 知識・理解 知識・理解 知識・理解 知識・理解 鑑賞の能⼒ 鑑賞の能⼒ 知識・理解
平成22年 関⼼・意欲・態度 関⼼・意欲・態度 関⼼・意欲・態度 関⼼・意欲・態度 関⼼・意欲・態度 関⼼・意欲・態度 関⼼・意欲・態度 関⼼・意欲・態度 関⼼・意欲・態度 関⼼・意欲・態度 ⾳楽への関⼼・意欲・態度
美術への関⼼・意
欲・態度
コミュニケーショ
ンへの関⼼・意
欲・態度
5⽉11⽇ 思考・判断・表現 思考・判断・表現 思考・判断・表現 思考・判断・表現 思考・判断・表現 思考・判断・表現 思考・判断・表現 思考・判断・表現 思考・判断・表現 思考・判断 ⾳楽表現の創意⼯夫 発想や構想の能⼒ 英語表現の能⼒
技能 技能 技能 技能 技能 技能 技能 技能 技能 運動の技能 ⾳楽表現の技能 創造的な技能 英語理解の能⼒
知識・理解 知識・理解 知識・理解 知識・理解 知識・理解 知識・理解 知識・理解 知識・理解 知識・理解 知識・理解 鑑賞の能⼒ 鑑賞の能⼒ ⾔語や⽂化についての知識・理解
平成31年 知識・技能 知識・技能 知識・技能 知識・技能 知識・技能 知識・技能 知識・技能 知識・技能 知識・技能 知識・技能 知識・技能 知識・技能 知識・技能
3⽉29⽇ 思考・判断・表現 思考・判断・表現 思考・判断・表現 思考・判断・表現 思考・判断・表現 思考・判断・表現 思考・判断・表現 思考・判断・表現 思考・判断・表現 思考・判断・表現 思考・判断・表現 思考・判断・表現 思考・判断・表現
主体的に学習に取
り組む態度
主体的に学習に取
り組む態度
主体的に学習に取
り組む態度
主体的に学習に取
り組む態度
主体的に学習に取
り組む態度
主体的に学習に取
り組む態度
主体的に学習に取
り組む態度
主体的に学習に取
り組む態度
主体的に学習に取
り組む態度
主体的に学習に取
り組む態度
主体的に学習に取
り組む態度
主体的に学習に取
り組む態度
主体的に学習に取
り組む態度
評価の観点
技術的な知識
実技
社会的経済的理解
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４ 新観点「主体的に学習に取り組む態度」導入の問題点 
「主体的に学習に取り組む態度」の観点は、資質・能力の柱である「学びに向かう 
力、人間性等」のうち、観点別学習状況の評価を通じて見取ることができる部分であり、
知識及び技能を獲得したり、思考力・判断力・表現力等を身に付けたりすることに向けた
粘り強い取組を行おうとする側面と、これらの粘り強い取組を行う中で、自らの学習を調
整しようとする側面という２つの側面から評価することが求められている。 
 このことに関して、通知文の基になった中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程 
部会の「児童生徒の学習評価の在り方について（報告）」２）には「この考え方に基づけば、 
単元の導入の段階では観点別の学習状況にばらつきが生じるとしても、指導と評価の取 
組を重ねながら授業を展開することにより、単元末や学期末の結果として算出される３ 
段階の観点別学習状況の評価は、観点ごとに大きな差は生じないものと考えられる。」と 
記載されており、仮に３観点にばらつきのあるものとなった場合は、ばらつきの原因を検 
討し、生徒の学習や教師の指導の改善を図ることを求めている。つまり、「知識・技能」 
「思考・判断・表現」「主体的に学習に取り組む態度」の各観点の評価の結果が、「ＡＡＣ」 
や「ＣＣＡ」は基本的にあり得ないとしている。 
また、評価の方法として、「ノートやレポート等における記述、授業中の発言、教師に 
よる行動観察、児童生徒による自己評価や相互評価等の状況を教師が評価を行う際に考
慮する材料の一つとして用いることが考えられる。」と記載しているが、その際、「「知識・
技能」や「思考・判断・表現」の観点の状況を踏まえた上で、評価を行う必要がある。」
としており、「主体的に学習に取り組む態度」の観点は他の観点の結果の影響を受けるも
のであるとしている。 
このようなことから、教育課程部会の児童生徒の学習評価に関するワーキンググルー 
プの委員である石井 3）は、「主体的に学習に取り組む態度」を「出口の情意」と考え、「総
括する段階で、他の観点が「ＡＡ」なら「Ａ」、「ＣＣ」なら「Ｃ」、その他は「Ｂ」を基
本にして、教科として意味ある学びへの向かい方が見られた場合、思考や意欲を試す課題
への取組の姿を主なエビデンスとして、Ａにしていくといった形も考えられるだろう。」
と提案している。また、各観点の重み付けについては、学校ごとに定めることになるが、
「態度の観点が他の認知的観点と連動するものとされている点を考慮すれば、２：２：１
と考えることもできる。」として、「主体的に学習に取り組む態度」は他の観点より軽く扱
うことを容認している。 
しかし、この評価方法を取り入れると、定期考査で「知識・技能」と「思考・判断・表
現」の観点の出題をして２観点を評価し、この結果から「主体的に学習に取り組む態度」
の観点の評価を決めることが可能となる。これでは高等学校の従来の評価方法とあまり
変わらず、高校現場には受け入れやすいであろうが、今回の学習指導要領の改訂で求めら
れている「主体的・対話的で深い学び」への授業改善につながらないのではないかと懸念
される。また、３観点から評定を求める際、「主体的に学習に取り組む態度」の観点を他
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の観点より軽く扱うことは、その割合を半分にするという根拠が薄く、説明責任を果たす
ことが難しいのではないかと考える。 
 「主体的に学習に取り組む態度」の観点に関する評価方法については、国立教育政策研
究所が作成する学習評価に関する参考資料の発表が待たれるところではあるが、情意領
域の観点について、同研究所が平成 22 年通知に対応して作成した「評価規準の作成、評
価方法等の工夫改善のための参考資料 高等学校「共通教科」（平成 24 年７月）」4）に掲
載された、「関心・意欲・態度」の具体的な評価方法の例をまとめたものが、次の表３で
ある。 
表３ 『評価規準の作成、評価方法の工夫改善のための参考資料 高等学校「共通教科」
（平成 24 年 7 月）』における「関心・意欲・態度」の評価方法の例 
教科 評 価 規 準 評価の方法 
国語 相手の考えを踏まえて自分の考えを説明したり、考えを相対化したりして話し
合おうとしている。  
行動の分析 
国語 表現の仕方についての評価を通して得たことを、論理の構成や展開を工夫して
書くことに生かし、説得力のある文章にしようとしている。 
記述の確認 
国語 文章の構成や展開を確かめ、情景や心情が効果的に表現できているかどうかを
考察しようとしている。 
記述の分析 
地理
歴史 
近代産業の発展と産業基盤の整備に対する関心と課題意識を高めている。  ワークシー
トの記述
公民 地域社会の変貌と住民生活に関わる課題を意欲的に探究している。 ワークシー
トの記述
数学 鋭角の三角比や三角比の相互関係に関心をもち、それらを直角三角形の計量に
活用しようとしている。 
確認テスト 
理科 身近な波に関する現象に関心をもっている 行動観察 
理科 共振現象に関心をもち、身近な現象と関連付けて主体的に考えようとする。 ワークシー
トの記述
理科 免疫と身近な疾患、免疫の医療への応用について関心をもち、その仕組みを科
学的に説明しようとしている 
ワークシー
トの記述
理科 地層ができるプロセスについて、身の回りの事象と関連付けて、意欲的に探究
しようとする。 
行動観察、
ワークシー
トの記述
理科 移り変わる地球の内容について関心をもち、意欲的に探究しようとする。ま
た、疑問や課題を見いだし、解決しようとする。  
ワンページ
ポートフォ
リオ
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保健
体育 
安全な社会づくりについて、課題の解決に向けての話合いや意見交換などの学
習活動に意欲的に取り組もうとしている。  
行動観察 
英語 ペアワークにおいて、互いに協力しながら会話を続けている。 行動観察、
ワークシー
トの記述
家庭 高齢者の心身の特徴と生活に関心をもち、高齢者を肯定的に捉えようとしてい
る。 
行動観察、
ワークシー
トの記述
情報 ネットワークを活用した Wiki によるページの新規作成、編集、有用な書式、コ
メントなどの基本的な活用方法を探ったり、試したりする。
行動観察 
音楽 「赤とんぼ」の曲想と歌詞が表す情景や心情、楽曲の背景との関わり、曲想を
生み出している音楽的な特徴に関心をもち、歌ったり鑑賞したりする学習に主
体的に取り組もうとしている。  
行動観察、
ワークシー
トの記述
美術 「私と居場所」というテーマを基に、自己の内面を見つめて感じ取ったことや
考えたことなどから表現することに関心をもち、主体的に主題を生成し、形
体、色彩、構成などを創意工夫して構想を練ろうとしている。 
行動観察、
ワークシー
トの記述
書道 漢字仮名交じりの書の作品の制作過程を理解し、漢字と仮名の字形や文字につ
いて関心をもって、意欲的、主体的に学習活動を行う。  
行動観察 
 評価の方法として、行動観察やワ－クシートの記述が多数見られるが、「主体的に学習
に取り組む態度」の評価については、通知文に示されたように、粘り強い取組を行おうと
する側面と自らの学習を調整しようとする側面という２つの側面を評価することが求め
られる。このためには、１時間の授業の資料だけで評価するのではなく、単元を通じて評
価する必要がある。この点、理科の評価方法の例として示されたワンページポートフォリ
オは、１枚のシートの中で単元全体の生徒の学習状況を把握しようとするものであり、ま
た、生徒に自己評価させる箇所もあり、「主体的に学習に取り組む態度」の評価に適して
いるのではないかと考える。小・中学校では堀 5）の指導のもと、かなり実践が行われてい
るが、高等学校では小・中学校ほど導入されていない。 
今後、「主体的に学習に取り組む態度」の評価方法については、教育課程部会の報告に
記載された方法だけでなく、ワンページポートフォリオなどを活用し、教師の過度な負担
なく、効果的に評価する方法を早急に研究していく必要がある。 
５ おわりに 
 今回の学習評価に関する通知文では、これまで慣行として行われてきたことでも、必要
性・妥当性が認められないものは見直していくとしている。しかし、我が国の「学習評価
の観点」の史的変遷をみると、情意領域である「関心・意欲・態度」の観点が重視されて
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きたことが分かった。このような状況から、高等学校で新たに導入される「主体的に学習
に取り組む態度」の観点では、その評価方法について、従前の行動観察やワ－クシートの
記述などの方法だけでなく、新たな評価方法の研究が求められている。高等学校の授業を
「主体的・対話的で深い学び」への授業に改善するためにも、観点別評価を正しく認識し、
適切な評価を実施する必要があると考える。 
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